
浜田医療センター附属看護学校 http://www.hamakan-nh.jp/

　浜田市にお住いの皆様、先日駅北フェスタと合同で行われ
た学校祭へ沢山の方々に参加していただき、厚く御礼申し上
げます。
　また、学校祭の開催につきまして、浜っ子事業所様をはじ
めとする多くの浜田市内の事業所様にご協力いただき厚く御
礼申し上げます。
　この度、学校祭の運営をさせていただきました、運営委員
会委員長の小澤諒也です。
　今回の学校祭のテーマは『和気あいあい～令わと共に彩
を～』でした。
　テーマになぞられるようにお越しいただいた方々が笑顔で
楽しい時間を過ごされている姿を目にする場面が多くあり、
とても嬉しく感じました。また学校祭の運営に携われとても
良い経験になりました。
　今年度学校祭では初の試みで、看護の日に関連して明誠
高校の学生が介護の展示などをおこなっておりました。その
他に学校祭に来ていただいた子どもたちが遊べるちびっこラ
ンドやハンドマッサージ、柴幸会様や浜っ子事業所様にご協
力をいただきおこなったフリーマーケット、学生主体となって
メニューの考案から当日の販売までおこなった模擬店や、さ
らにキッズダンス FREE 様や石見神楽今福神楽社中様などに
協力をしていただきイベントなどもおこなっておりました。

　また学校祭の企画として上記の他にエコキャップ集めとレ
モネードスタンドなどをおこなっておりました。エコキャップ
に関しまして、学校祭にお越しいただいた上、エコキャップ
を学校祭に持参していただき深く感謝いたします。エコキャッ
プは広島の事業所を通して、世界の子供たちへのワクチンに
変わります。
　レモネードスタンドに関しまして、学校祭に足を運びご購
入いただき大変ありがとうございました。レモネードスタンド
につきましては皆様の購入によって得られた利益はレモネード
スタンド普及協会を通して、小児がんの支援のために役立た
せていただきます。
　学校祭へお越しいただき、また企画へ参加していただき誠
にありがとうございました。学校祭で得られた利益は浜田医
療センターに寄贈品を送り浜田市にお住いの皆様に還元させ
ていただきます。

　

　

学校祭の様子と御礼
66期生　小澤 諒也　森山 慎也　吉永 悠作

浜田地域の高齢者さんと
ふれあう実習を通して学んだこと

66期生　堀 美夢　山本 夏実

　私達66期生は9月2日～ 9月9日
と9月11日～ 19日の前半と後半に分
かれて老年看護学実習に参加させて
いただきました。実際に高齢の方 と々
関わっていく中で、相手の強みやその人らしさを知ることの大
切さや身体機能に合わせ工夫して接していくことの必要性、そ
して高齢者の一般像を「病院で寝たきりの人」から「高齢でも
自立して生活できる人」に認識を戻すことができました。そし
てそれらを66期生で共有することで私達の学びをより深くす
ることができました。今後の病棟実習では今回学んだこととし
て言語的コミュニケーションや非言語的コミュニケーションの
活用や、ICFモデルの観点から患者さんをアセスメントしてい
くことで、患者さんの個別性に合わせた看護を提供すると同
時にQOLの向上も図っていきたいと思いました。これらを実
際に行うためには日々の学習や技術練習などが大切になると
思うので、これからも真摯に取り組んでいきたいです。

地域の保育園・幼稚園での
看護学校実習を終えて

66期生　二上 穂乃香　舛田 亜美

　10月9日にまとめの会を行いました。
まとめの会では各グループに分かれて
実習での学びを発表し、意見交換を
行いながら学びを深めました。
　まとめの会を通して、基礎的な月齢の差を知ったうえで関わる
ことが大切であることを学びました。また月齢の差以上に、その
子どもの家庭での過ごし方や性格も大きく関わると考えました。
　これらのことから成人の看護とは違い、小児看護では治療の
ケアだけでなく、健全な成長のためのケアも必要になっていくた
め、疾患のケアばかりに目を向けるのではなく、その子の発達段
階を意識しながら関わっていき、退院後その子が周りと同じよう
に生活できるよう支援していくことも大切だと思いました。
　以上のことから、何かの疾患持って病院へ入院している子ど
もは寂しい思いや病気に対しての不安な気持ちを抱えながら過
ごしているということを前提に子どもに寄り添った看護をしていき
たいです。

※2020年度の特別推薦入試（指定校制）と一般推薦・社会人入試の出願期間は終了致しました。

2020年度の入試情報
［一般入学試験日］

［出 願 期 間］
2020年1月23日（木）　　
2019年12月17日（火）～2020年1月14日（火）必着

当校での学校紹介／進路相談
２回／年　春と夏
春）高校生、社会人、保護者
夏）高校生、社会人、中学生、小学生（高学年）、保護者
看護技術の体験（ハンドマッサージ、沐浴、創傷処置など）、
学生との交流会、教員による進路相談
公開授業「衛生的手洗い」「フィジカルアセスメント」など

オープンスクール ［開 催 時 期］
［対　 　 　 象］

［ 内容（2019年度） ］

看護技術体験や学校紹介をしながら在校生から学校の話が聞けます。

１回／年
10月に浜田駅北医療フェスタと同時開催
看護学校に関心のある方全て

学　校　祭 ［開 催 時 期］

［対　 　 　 象］

県内の高等学校のインターンシップを受け入れ
ています。今年10月に江津高等学校２年生が
来られ、学校、病院を知っていただきました。

看護学校訪問

毎年、島根県内、近隣県の高等学校の会場を
訪問し、当校の紹介をしています。

高　校　訪　問

＼ 詳細は、当校のホームページに掲載しております ／
［ お問い合わせ先 ］

独立行政法人国立病院機構

浜田医療センター附属看護学校
〒697-8512 島根県浜田市浅井町777-12　☎0855-28-7788

※その他ご不明な点などありましたら、お気軽にお問い合わせください。

－ 資料請求は公式ホームページから -

https://hamada.hosp.go.jp/kango/index_00001.html

学生
募集

※詳細は、当校のホームページに掲載しております。

当校は、常時学校訪問を受
け付けております。少しでも
看護の道に興味がある方は、
ぜひ当校にご連絡ください！

浜田医療センター附属看護
学校、通称“はまかん”は地
域の方々からも愛される看
護学校をめざしています！

スマホを
ご利用の方は
こちらから
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